
豊かで洗練された毎日のために、
多面的な価値を高次元でクロスオーバーさせた、新世代ビークル。
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ネーミングに込めた想い 
英語で「カットした宝石の小さな面」を表す「Bezel」と、
クルマを意味する「Vehicle」を掛けあわせた造語。
角度によって表情を変える宝石のように
「多面的な魅力と価値を持つクルマ」という想いを込めました。

ダウンサイジング傾向が世界的に広がるこんにち、
Hondaは、新しいモビリティーのあり方を追求。
取り回しのよいサイズのボディに、人々の感性に訴える美しさと、
クルマとしての多面的価値を凝縮した、
新世代ビークルの創造を目指しました。

開発は、「艶・Crossover」をコンセプトに、
Hondaならではのアイデアと技術を駆使し、
SUVの持つ力強さと安心感、
クーペのあでやかさとパーソナル感、
そして、ミニバンの快適性と使いやすさを、
極めて高い次元で融合。
さらに、クラスやヒエラルキーといった概念を一切取り払い、
上級セダン同等の装備や仕立てを惜しみなく投入することで、
プレミアムな魅力とオールラウンドでの使いやすさを合わせ持つ、
＜ヴェゼル＞を完成させました。
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